
ジオイド・モデル改定に向けた解析手法の研究について（第４年次) 

－ジオイド・モデル「日本のジオイド 2000」gsigeome.Ver5 の構築－ 
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１．はじめに 

ジオイド・モデル「日本のジオイド 2000」は，2001 年３月に北海道，本州，四国，九州，沖縄地域

が初版（Ver.１）として整備された．その後，離島地域 58 島が追加され，現在最新のモデルは，Ver.

４として 2005 年 12 月に公開した． 

今回，Ver.４まで未整備地域になっていた屋久島，トカラ列島，御蔵島，青ヶ島，父島，母島，小

呂島，舳倉島，久高島，津堅島，宮城島等の 12 モデルの地域を追加したジオイド・モデル Ver.５を

作成したので報告する． 

 

２．研究内容 

離島部のジオイド・モデルの作成方法としては，大きく分けて２種類ある．１つは，本土のデータ

と一括して共分散関数を用いた，最小二乗コロケーション法により JGEOID2000（Japanese Geodetic 

Datum 2000）の補正モデルを求め，島のジオイド・モデルを作成する方法．もう１つは，個別に GMT

（Generic Mapping Tools）を用いて島のジオイド・モデルを作成する方法である． 

今回のジオイド・モデル Ver.５作成での各地域の作成方法及び設定については，表－１に示すとお

り全ての地域を GMT で算出した． 

屋久島については，平成 15 年度の重力測量結果を JGEOID2000 に取り込んだ重力ジオイドモデルを

使用した（野村ほか，2007）．また，ジオイド測量結果が電子基準点の標高成果改訂（湯通堂ほか，2005）

前の値を固定値として算出されているものは，最新の電子基準点座標を固定値として再計算を実施し

た．この結果を使用し各地域のジオイド・モデルを作成した．  

 

表－１ ジオイド・モデル Ver.５の構築概要 

 



３．得られた成果 

精度を評価するため，GPS/水準法で実測

したジオイド高とジオイド・モデル Ver.５

のジオイド高を比較した（表－２）． 

結果，小呂島及びトカラ列島の諏訪之瀬

島他・宝島他では，MIN・MAX ともに較差の

大きい点が存在した．これは，各島におい

て独自で求められた標高基準の違いによる

影響と思われる． 既に Ver.１～４で公表

しているこれらの地域は，電子基準点の標

高成果改訂前の値を基にジオイド・モデル

が作成された地域でもある． 

そこで，追加する地域内のみのデータを

用いて精度評価を行った．結果，小呂島で

は（MIN-0.001ｍ，MAX0.000ｍ）トカラ列島の諏訪之瀬島他・宝島他では（MIN0.007ｍ，MAX0.030ｍ）

と良好となった．以上のことから，作成したジオイド・モデル Ver.５では， 各島で独自に求めた標

高基準の違いによる影響により整合していない地域があることがわかった． 

 

４．結論 

今回，Ver.４まで未整備地域になっていた屋久島，トカラ列島，御蔵島，青ヶ島，父島，母島，小

呂島，舳倉島，久高島，津堅島，宮城島等を追加したジオイド・モデル Ver.５を作成した．しかし，

ジオイド・モデルを追加する地域以外で較差が大きいか，または，各島で独自に求めた標高基準の違

いによる較差がある地域があることが分かった． 

ジオイド・モデル Ver.５の公表に向けて，GPS/水準法によりジオイド高が実測されている点の妥当

性，ジオイド・モデルの作成方法等，更に検証を行う必要がある． 
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